委託契約書
（　　　　　　　　　　）「以下（甲）という。」と（　　　　　　　　　　）「以下（乙）という。」は、甲の入所児童の健康管理業務について、下記の通り契約を締結する。
記
１　委託
甲は、乙に嘱託医としての業務を委託し、乙はこれを受託する。
２　業務
　　　嘱託医の業務内容は、別表のとおりとする。
３　期間
この委託契約の期間は、締結の日から翌年３月３１日までとする。
ただし、甲又は乙のいずれかの都合により本契約を解除する場合は、１ヶ月前まで
に、相手方に申し出をしなければならない。
期間中に申し出がない場合は、この契約は、自動的に継続されたものとする。
４　報酬額
甲は、乙に対する委託料として年額　　　　　　　円を支払うものとする。
５　賠償責任
乙は、その業務に関し、第三者に故意又は過失による損害を与えたときは、これを
賠償する責を負うものとする。ただし、その損害の発生が甲の責めに帰する事由によ
る場合においては、この限りではない。
６　協議
この契約に定めのない事項について必要が生じたときは、甲乙協議のうえ定めるも
のとする。
本契約の証として委託契約書２通を作成し、甲乙双方記名捺印のうえ、各一通を保
有するものとする。
令和　　年　　　月　　日
                  （甲）住　所
施設名
代表者名                                       
                  （乙）住　所
病院名
代表者名                                       
（別表）
　　嘱託医業務内容
	項　　　目
	内　　　容
	

	１　定期健康診断の実施
２　臨時の健康診断の実施
３　健康相談の実施
４　食中毒等の予防について
　の指導・助言
５　応急処置等の指導・助言
６　保健衛生に関する指導・
　助言
	　年2回、児童の健康診断を実施する。
　感染症、食中毒が発生した場合、又はその恐れがある
場合に、臨時の健康診断を実施する。
　必要と認められる児童の健康相談に応ずる。
感染症、食中毒及び疾病等の予防に関して、必要な
指導・助言を行う。
　緊急な場合などに、応急処置等の指導・助言を行う。
　その他、必要に応じて、施設の保健衛生に関して、
指導・助言を行う。
	


